
 

 

【自分づくり】社会に目を開き 「なりたい自分」の姿を描き 実現しようとする人  

地区駅伝、男子Ａチーム第３位、女子Ａチーム第５位 
 ９月１日（木）、鏡石町の鳥見山陸上競技場周辺コースで開催さ

れた第４９回岩瀬地区中学校駅伝競走大会で、本校男子Ａチームが

第３位、女子Ａチームが第５位の好成績を収めました。 

 当日は、午前１１時の気温が３６℃を超える猛暑となり、長距離

レースには非常に過酷（かこく）なコンディションとなりました。しか

し、さすがに各校とも夏休みの厳しく辛（つら）い練習を乗り切った

選手だけに、それを感じさせない気迫の走りを見せてくれました。 

入賞チームは次のとおりです。 

【男 子】 

第１位 須賀川一中Ａ  １時間０１分３５秒 

第２位 西袋中Ａ    １時間０２分３５秒 

第３位 須賀川三中Ａ  １時間０２分４９秒 

第４位 鏡石中Ａ    １時間０３分０８秒 

第５位 西袋中Ｂ    １時間０５分１０秒 

第６位 須賀川二中Ａ  １時間０５分２３秒 

【女 子】 

第１位 須賀川二中Ａ  ４４分５９秒 

第２位 天栄中Ａ    ４５分１５秒 

第３位 西袋中     ４６分５５秒 

第４位 天栄中Ｂ    ４７分０９秒 

第５位 須賀川三中Ａ  ４７分１２秒 

第６位 仁井田中    ４８分２０秒 

 なお、本校男子Ｂチームは第１３位、Ｃチームは第１５位、女子Ｂチームは 

第１３位でした。 

壮行会では、昨年度の男子チームが寄せ書きに書いた「速さだけでは勝てな 

い。気持ちの掛け算」という言葉を紹介し、チームとしての自分たちのベスト 

の走りをするよう激励しました。今回は、男女ともに区間賞はありませんでし 

た。絶対的なエースがいない中で、この成績を収めたということは、一人一人 

の走力とチーム力の成果だと評価しています。それまでの陸上競技の練習に引 

き続き、６月からは駅伝大会を目標に毎日朝練習を続けてきた本校の選手たち 

です。練習の量・質ともに地区ナンバーワンだったろうと自負（じふ）しています。 

それだけに私も指導者も悔しさは残ります。昨年度東北大会第６位の先輩を目 

標にしてきた選手たちにも悔しさは残ったようですが、辛い練習に耐え、いい走りをしたという自信

と、成績についての無念さが今後の成長には大切なのだと考えています。 

○自ら考え、表現できる人（創造） 

○仲間とともに高め合える人（共生） 

○心身ともにたくましい人（健康） 
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教 育 目 標 

出 場 選 手 紹 介 

   男子Ａチーム  男子Ｂチーム  男子Ｃチーム  女子Ａチーム  女子Ｂチーム 

１区 須藤 雄哉②  増賀 由輝②  中澤 心斗①  近  奏 愛①  有我 真央③ 

２区 松井 愛希③  中山 創平②  安田慎太郎①  鈴木 優花②  佐藤 仁美③ 

３区 大河原勇哉③  橋本 武英①  木賊 呼人②  小林結季加③  西牧 紗来② 

４区 武 田  匠③  猪 狩  颯①  牧野 颯大②  森  英 楓③  森  楓 花② 

５区 𠮷田 真大③  手塚 俊晃①  山内 結稀②  加藤 優花②  増賀 咲紀③ 

６区 天倉 朋貴③  南條 竜汰②  金谷 大智③ 

※ 〇に数字は学年。今回は名前の読みがなは省略させていただきます。 

 



 

 

防災週間８月３０日～９月５日 
津波防災の日１１月５日 

 ８月３０日（火）は、台風１０号対策の臨時休

業（休校）措置にご理解をたまわり、ありがとう

ございました。 

さて、見出しにありますように「防災週間」「津

波防災の日」が閣議（かくぎ）決定されました。我が

国は、台風、豪雨、豪雪、崖崩れ、土石流、地滑

り、地震、津波、火山噴火等による災害が発生し

やすい国土であり、近年はひとたび災害が発生す

ると大きなダメージを残すことが多くなっていま

す。上記期間には、防災・減災に関する啓発（けい

はつ）活動が展開されますので、家族の一人一人が

情報をしっかり受け止めるようにしましょう。 

例えば、下記の内容について、皆さんの家庭で

はどうでしょうか。 

□防災マップなどを参考に、自宅周辺ではどんな

災害が起こりやすいかを知っている。 

 □最寄りの緊急避難場所の位置と経路を把握して

いる。 

□非常用持出品（最低３日分、できれば１週間分）、

食料・飲料水の準備をしている。 

□家族との安否（あんぴ）確認の連絡方法、めいめい

に避難した場合の待合せ場所を決めてある。 

□地域で行われる避難訓練には、家族全員で積極

的に参加している。 

また、昨年１２月に国連総会で１１月５日が「世

界津波の日」に定められました。津波に関しては、

海岸から遠いため強く意識することはないかもし

れませんが、海岸部を旅行したり、将来住んだり

するようになるかもしれません。津波警報発令時

の行動の仕方などはその都度確認するように努め

ましょう。 

「今までこんなふうになったことはなかった。」

という地域も、新たな被害に見舞われることもあ

ります。私たち一人一人に高い危機意識が求めら

れています。 

その５ 生活技術の教育（家庭教育文献紹介「親でなければできない教育」より） 
 文化水準が高くなればなるほど、生活に関する高度な意識や技術が必要となります。しかし、親がその変化に

ついていくのが容易でないからといって、その教育を学校にオンブしてはなりません。生活に密着した技術は実

生活の中で実践することをとおして身に付けるのが効果的だからです。親が中心となって営む家庭生活の中で親

子がともに体験することによって地についたものとなり、生きて働く力となります。 

 生活技術に関する家庭教育を進める場合、重要な課題が３つあります。 

 第一は、子どもの発達段階に応じて人間としての生活習慣を教えておくことです。食事、睡眠、排泄（はいせつ）、

着脱衣（ちゃくだつい）、清潔、安全に関する基本的生活習慣にとどまることなく、その先に広がる社会的な自立や

共生のために必要な態度、習慣の育成です。 

 第二には、何世代にもわたって受け継がれ磨かれてきた家族の生活技術の伝統を受け継いでいくこと、そして

第三には、それまでの生活になかった文化や技術を取り入れて、それをさらに磨いていくことです。例えば、食

生活がそうです。家庭の味、おふくろの味を受け継ぎながら、食材や調理器具の変化に応じてさらに工夫・改善

をします。掃除の仕方、暖や涼のとり方など、いろいろと考えられますね。（このくだりを書きながら、私は、

子どもが夜中に急に熱を出した時、暑くて寝苦しい時、親がどうしてくれたか、自分たちはどうしたかなど、さ

まざま思い出しています。） 

 これらを踏まえて、次の２つは特に重要な実践のポイントです。 

 一つは、「礼儀作法」です。若い世代の方には、マナーとかエチケットと言った方がピンとくるかもしれませ

んが、根底に流れるのは人間どうしが社会生活をしていくうえでの、助け合いであり、いたわり合いであり、好

意の交換であるという心の持ちようです。（ケータイやネットの普及という今日的な課題も視野に入れて）形式

的な指導ではなく、このような心の面も重視したいものです。二つには、「ことばづかい」です。対人関係を抜

きにして、いわゆる「よいことば」を使わせることではありません。年配者に対してのこ

とば、友達に対してのことばと、いろいろ使い分けられ使いこなせるだけの敏感さと豊か

さは、家庭のことばによってトレーニングできます。大切なのは、表面的な言葉の技術で

はなく、相手の気持ちを読むことであり、たとえ親がうまくしゃべれなくても、このこと

さえ自信を持てればいいのです。 

本校ホームページでもご覧いただけます。アドレスhttp://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=196 

http://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=196

